
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
携帯端末装置に着信がなされた際にその着信通知を行うための着信通知方法において、
　該携帯端末装置と所定のプロトコルに従って短距離無線通信を行うこと でき

る外部機器を探索する外部機器探索手順と、
　探索された外部機器の中から着信通知情報を 出力すべき外部機器を選択する外部
機器選択手順と、
　該携帯端末装置から着信通知情報を上記短距離無線通信にて上記選択された外部機器に
送信する着信通知情報送信手順とを有し、
　上記着信通知情報を受信した外部機器から着信通知情報の出力がなされるようにした着
信通知方法。
【請求項２】
請求項１記載の着信通知方法において、
　上記外部機器探索手順は、該携帯端末装置から 問合せ情報を送信する
問合せ送信手順と、
　その問合せ情報を受信した外部機器からその応答を該携帯端末に送信する応答手順とを
有し、
　該携帯端末機器は、その応答のあった外部機器を探索結果として得る着信通知方法。
【請求項３】
請求項２記載の着信通知方法において、
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　上記応答手順にて外部機器から送信される応答には、その外部機器から出力可能なメデ
ィアに関する情報が含まれる着信通知方法。
【請求項４】
請求項２または３記載の着信通知方法において、
　上記応答手順にて外部機器から送信される応答には、その外部機器からメディアが出力
中であるか否かを表す情報が含まれる着信通知方法。
【請求項５】
請求項２乃至４いずれか記載の着信通知方法において、
　上記応答手順にて外部機器から送信される応答には、その外部機器から出力されるメデ
ィアの品質に関する情報が含まれる着信通知方法。
【請求項６】
請求項２乃至５いずれか記載の着信通知方法において、
　上記外部機器選択手順は、外部機器からの応答に含まれる情報に基づいて着信通知情報
を出力すべき外部機器を選択するようにした着信通知方法。
【請求項７】
請求項６記載の着信通知方法において、
　外部機器からの応答にその外部機器から出力可能なメディアに関する情報が含まれてい
る場合、上記外部機器選択手順は、予め定めたメディアの優先度に応じてその外部機器を
選択するようにした着信通知方法。
【請求項８】
請求項 記載の着信通知方法において、
　外部機器からの応答にその外部機器からメディアが出力中であるか否かを表す情報が含
まれている場合、上記外部機器選択手順は、メディアが出力中となる外部機器を着信通知
情報を出力すべき外部機器として選択するようにした着信通知方法。
【請求項９】
請求項 記載の着信通知方法において、
　外部機器からの応答にその外部機器から出力されるメディアの品質に関する情報が含ま
れている場合、上記外部機器選択手順は、出力されるメディアの品質がより良好となる外
部機器を着信通知情報を出力すべき外部機器として選択するようにした着信通知方法。
【請求項１０】
請求項２乃至９いずれか記載の着信通知方法において、
　上記着信通知情報送信手順は、選択された外部機器からの応答に含まれる情報に基づい
て決定される種類の着信通知情報をその選択された外部機器に送信するようにした着信通
知方法。
【請求項１１】
請求項１０記載の着信通知方法において、
　選択された外部機器からの応答にその外部機器から出力可能なメディアに関する情報が
含まれている場合、上記着信通知情報送信手順は、そのメディアと同じ種類の着信通知情
報をその選択された外部機器に送信するようにした着信通知方法。
【請求項１２】
着信がなされた際に外部機器から着信通知を出力させるようにした携帯端末装置において
、
　所定のプロトコルに従って短距離無線通信を行うこと でき

る外部機器を探索する外部機器探索手段と、
　探索された外部機器の中から着信通知情報を 出力すべき外部機器を選択する外部
機器選択手段と、
　着信通知情報を上記短距離無線通信にて上記選択された外部機器に送信する着信通知情
報送信手段とを有し、
　上記着信通知情報を受信した外部機器から着信通知情報の出力がなされるようにした携
帯端末装置。
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【請求項１３】
請求項１２記載の携帯端末装置において、
　上記外部機器探索手段は、該携帯端末装置からその周囲に対して問合せ情報を送信する
問合せ送信手段を有し、
　その問合せ情報を送信した後に、その応答のあった外部機器を探索結果として得るよう
にした携帯端末装置。
【請求項１４】
請求項１３記載の携帯端末装置において、
　上記外部機器選択手段は、外部機器からの応答に含まれる情報に基づいて着信通知情報
を出力すべき外部機器を選択するようにした携帯端末装置。
【請求項１５】
請求項１４記載の携帯端末装置において、
　外部機器からの応答にその外部機器から出力可能なメディアに関する情報が含まれてい
る場合、上記外部機器選択手段は、予め定めたメディアの優先度に応じてその外部機器を
選択するようにした携帯端末装置。
【請求項１６】
請求項 記載の携帯端末装置において、
　外部機器からの応答にその外部機器からメディアが出力中であるか否かを表す情報が含
まれている場合、上記外部機器選択手段は、メディアが出力中となる外部機器を着信通知
情報を出力すべき外部機器として選択するようにした携帯端末装置。
【請求項１７】
請求項 いずれか記載の携帯端末装置において、
　外部機器からの応答にその外部機器から出力されるメディアの品質に関する情報が含ま
れている場合、上記外部機器選択手段は、出力されるメディアの品質がより良好となる外
部機器を着信通知情報を出力すべき外部機器として選択するようにした携帯端末装置。
【請求項１８】
請求項１３乃至１７いずれか記載の携帯端末装置において、
　上記着信通知情報送信手段は、選択された外部機器からの応答に含まれる情報に基づい
て決定される種類の着信通知情報をその選択された外部機器に送信するようにした携帯端
末装置。
【請求項１９】
請求項１８記載の携帯端末装置において、
　選択された外部機器からの応答にその外部機器から出力可能なメディアに関する情報が
含まれている場合、上記着信通知情報送信手段は、そのメディアと同じ種類の着信通知情
報をその選択された外部機器に送信するようにした携帯端末装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
【０００２】
　本発明は、携帯電話機、ＰＨＳ端末等の携帯端末装置の着信通知方法に係り、詳しくは
、携帯端末装置に着信があった際に、外部にある機器から当該携帯端末装置に対して着信
があったことをユーザに通知するようにした携帯端末装置の着信通知方法及びその携帯端
末装置に関する。
【従来の技術】
【０００３】
　従来、携帯電話機は、着信があると、予め設定された着信音や着信メロディの音声出力
や振動によってユーザに対してその着信を通知するようにしている。また、それに加えて
、発信者の電話番号の表示、発信者の電話番号に対応して登録された発信者の氏名や写真
、マークなどの表示を行うことも可能である。ユーザは、このような音声出力や振動によ
って携帯電話機に対する着信を知ることができると共に、その表示された電話番号、氏名
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、写真などによりその発信者を知ることもできる。
【０００４】
　上記のような携帯電話機に対する着信のユーザへの通知方法は、ユーザの身近に携帯電
話機が存在していること（所持を含む）を前提したものである。これに対して、ユーザの
身近に携帯電話機が存在しない場合でも、その携帯電話機に対する着信をユーザに通知す
る方法も提案されている（例えば、特開平９－１７２４０４参照）。
【０００５】
　この着信通知方法では、携帯電話機に着信があったことを表す情報を外部の報知器に転
送し、その報知器からユーザに着信の通知（振動等）を行うようにしている。このような
方法によれば、携帯電話機がユーザの身近になくても、ユーザはその報知器を所持するこ
とによって当該携帯電話機に対する着信を知ることができる。
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、上述したような携帯電話機に対する着信を外部の機器からユーザに通知
する従来方法では、携帯電話機に対する着信をユーザに通知するための外部機器が固定的
に決められており、その利用態様が限られたものとなっている。
【０００７】
　そこで、本発明の課題は、外部機器を利用して種々の態様で着信通知を行うことのでき
る携帯端末装置の着信通知方法とその携帯端末装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題を解決するため、本発明の 携帯端末装置に着信がなされた際
にその着信通知を行うための着信通知方法において、該携帯端末装置と所定のプロトコル
に従って短距離無線通信を行うことのできる外部機器を探索する外部機器探索手順と、そ
の探索された外部機器の中から着信通知情報を出力すべき外部機器を選択する外部機器選
択手順と、該携帯端末装置から着信通知情報を上記短距離無線通信にて上記選択された外
部機器に送信する着信通知情報送信手順とを有し、上記着信通知情報を受信した外部機器
から着信通知情報の出力がなされるように構成される。
【０００９】
　このような着信通知方法では、携帯端末装置の周囲の状況に応じて選択されるべき外部
機器が異なり、その状況に応じて着信通知情報を出力すべき外部機器として選択される外
部機器が異なる。そして、その選択された外部機器の機能に依存した着信通知を行うこと
が可能となる。
【００１０】
　上記外部機器探索手順の具体的手法を提供するという観点から、本発明

上記着信通知方法において、上記外部機器探索手順は、該携帯端末装置からその周囲に
対して問合せ情報を送信する問合せ送信手順と、その問合せ情報を受信した外部機器から
その応答を該携帯端末に送信する応答手順とを有し、該携帯端末機器は、その応答のあっ
た外部機器を探索結果として得るように構成することができる。
【００１１】
　 上記応答手順にて外部機器から送信される応答には、その外
部機器から出力可能なメディアに関する情報、その外部機器からメディアが出力中である
か否かを表す情報及びその外部機器から出力されるメディアの品質に関する情報のうちの
少なくとも１つの情報を含めることができる。
【００１２】
　外部機器の選択の処理を容易に行うことができるという観点から、本発明

上記各着信通知方法において、上記外部機器選択手順は、外部機器からの応答に含
まれる情報に基づいて着信通知情報を出力すべき外部機器を選択するように構成すること
ができる。
【００１３】
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　このような着信通知方法では、各外部機器からの応答に着信通知情報を出力すべき外部
機器を選択するために必要な情報が含まれることになるので、その情報を取得することが
容易になる。
【００１４】
　 外部機器からの応答にその外部機器から出力可能なメディア
に関する情報が含まれている場合、上記外部機器選択手順は、予め定めたメディアの優先
度に応じてその外部機器を選択するようにすることができる。
【００１５】
　また、 外部機器からの応答にその外部機器からメディアが出
力中であるか否かを表す情報が含まれている場合、上記外部機器選択手順は、メディアが
出力中となる外部機器を着信通知情報を出力すべき外部機器として選択するようにするこ
とができる。
【００１６】
　更に、 外部機器からの応答にその外部機器から出力されるメ
ディアの品質に関する情報が含まれている場合、上記外部機器選択手順は、出力されるメ
ディアの品質がより良好となる外部機器を着信通知情報を出力すべき外部機器として選択
するようにすることができる。
【００１７】
　選択された外部機器に適した着信通知情報を容易に送信できるという観点から、本発明

上記各着信通知方法において、上記着信通知情報送信手順は、選択さ
れた外部機器からの応答に含まれる情報に基づいて決定される種類の着信通知情報をその
選択された外部機器に送信するように構成することができる。
【００１８】
　 選択された外部機器からの応答にその外部機器から出力可能
なメディアに関する情報が含まれている場合、上記着信通知情報送信手順は、そのメディ
アと同じ種類の着信通知情報をその選択された外部機器に送信するようにすることができ
る。
【００１９】
　また、上記課題を解決するため、本発明 着信がなされた際に外部機
器から着信通知を出力させるようにした携帯端末装置において、所定のプロトコルに従っ
て短距離無線通信を行うことのできる外部機器を探索する外部機器探索手段と、その探索
された外部機器の中から着信通知情報を出力すべき外部機器を選択する外部機器選択手段
と、着信通知情報を上記短距離無線通信にて上記選択された外部機器に送信する着信通知
情報送信手段とを有し、上記着信通知情報を受信した外部機器から着信通知情報の出力が
なされるように構成される。
【発明の実施の形態】
【００２０】
　本発明の実施の形態を図面に基づいて説明する。
【００２１】
　本発明の実施の一形態に係る着信通知方法が適用されるシステムは、図１に示すように
構成される。
【００２２】
　図１において、携帯電話機１００と、ステレオ装置２０１やテレビ装置２０２等のオー
ディオ装置との間では、所定の短距離無線通信プロトコル（例えば、 Bluetooth）に従っ
た無線通信が可能となっている。この携帯電話機１００は、例えば、図２に示すように構
成される。
【００２３】
　図２において、この携帯電話機１００は、通常の携帯電話機と同様に、表示・再生部１
０１、入力部１０２、公衆無線制御部１０３、公衆無線通信を行う発信器１０４及び受信
器１０５、制御部１２０、着信データ管理部１２１及び着信データ蓄積部１２２を有する
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。更に、この携帯電話機１００は、短距離無線制御部１１０、短距離無線通信を行う発信
器１１１及び受信器１１２、機器発見部１１５及びユーザプロファイル１２３を有する。
【００２４】
　上記表示・再生部１０１は、表示パネル、スピーカなどを有し、制御部１２０による制
御に従って、各種情報の表示及び音声出力を行う。入力部１０２は、マイク、テンキーな
どを備え、ユーザの音声入力や各種情報の入力を行う。入力部１０２にて入力された音声
信号や各種情報は制御部１２０に供給される。
【００２５】
　公衆無線制御部１０３は、発信器１０４及び受信器１０５を制御すること り、公衆
網との無線通信の制御を行う。例えば、受信器１０５にて受信された公衆網からの信号は
、公衆無線制御部１０３を介して制御部１２０に供給され、更に、その信号は制御部１２
０から表示・再生部１０１に供給されてその表示・再生部１０１から出力される（例えば
、音声出力）。入力部１０２にて入力された信号は制御部１２０を介して公衆無線制御部
１０３に供給され、更に、その信号は公衆無線制御部１０３から発信器１０５に供給され
てその発信器１０５から公衆網に対して送信される。
【００２６】
　短距離無線制御部１１０は、発信器１１１及び受信器１１２を制御することにより外部
機器（ステレオ装置２０１、テレビ装置２０２）との短距離無線通信の制御を行う。この
短距離無線通信は、例えば、 Bluetooth等の予め定めた通信プロトコルに従ってなされる
。その短距離無線通信において発信器１１１から外部機器に送信すべき情報は、制御部１
２０から短距離無線制御部１１０に供給され、また、その短距離無線通信において受信器
１１２にて受信された情報は、短距離無線制御部１１０を介して制御部１２０に供給され
る。
【００２７】
　機器発見部１１５は、制御部１２０による制御に基づいて、着信通知の出力可能な外部
機器を探索するための処理を行う。この機器発見部１１５での処理に基づいて短距離無線
制御部１１０は、当該携帯電話機の周囲に向けて機器問い合わせ情報を所定の通信プロト
コルに従って送信するための制御を行う。また、その機器問合せに対して外部機器からの
応答信号を受信器１１２が受信すると、その応答信号は短距離無線制御部１１０及び機器
発見部１１５を介して制御部１２０に供給される。
【００２８】
　着信データ蓄積部１２２は、アドレス帳（電話帳）、着信メロディや写真を蓄積してい
る。着信データ管理部１２１は、着信データ蓄積部１２２に蓄積された着信メロディや写
真をアドレス（メールアドレス、電話番号）に対応付けて管理する。ユーザプロファイル
１２３には、後述するような着信通知の出力を行う外部機器を選択する際に、その通知に
係るメディア（音声、画像、テキスト、その他）の優先度が設定されている。このメディ
アの優先度の設定は、ユーザが、例えば、入力部１０２（テンキー）を操作することによ
ってなされる。
【００２９】
　上記のような構成の携帯電話機に着信がなされた場合、例えば、図３に示す手順に従っ
て処理が行われる。
【００３０】
　図３において、携帯電話機１００に公衆網からの着信がなされると、公衆無線制御部１
０３は着信信号を制御部１２０に出力する（１）。その着信信号を取得した制御部１２０
は、着信通知の出力が可能な外部機器の探索を要求するための機器要求情報を機器発見部
１１５に出力する（２）。すると、機器発見部１１５は外部機器を探索するための処理を
行う。
【００３１】
　この処理により、短距離無線制御部１１０及び発信器１１１を介して機器問い合わせ情
報が、例えば、 Bluetoothのプロトコルに従って当該携帯電話機１００の周囲に送信され
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る（３）。この携帯電話機１００の周囲に存在するステレオ装置２０１及びテレビ装置２
０２（実際にはそれらのオーディオ装置に搭載された無線機器）がその機器問い合わせ情
報を受信すると、それらのオーディオ装置２０１、２０２は、 Bluetoothのプロトコルに
従って機器応答情報を携帯電話機１００に送信する（４）。
【００３２】
　この機器応答情報には、例えば、
　そのオーディオ機器が出力可能なメディアの種類（画像、映像、音声、文字、光、振動
等）に関する情報、
　そのオーディオ機器の現在の動作状態（オン状態、オフ状態、再生中、停止中など）に
関する情報、及び
　そのオーディオ機器で再生されるメディアの品質（低品質、中品質、高品質）に関する
情報が含まれる。
【００３３】
　このようにステレオ装置２０１及びテレビ装置２０２からの機器応答情報を受信器１１
２が受信すると、その機器応答情報は短距離無線制御部１１０及び機器発見部１１５を介
して制御部１２０に供給される（５）。制御部１２０は、各オーディオ装置（ステレオ装
置２０１、テレビ装置２０２）からの機器応答情報に基づいて着信通知を出力するための
機器を選択する（６）。この機器選択のための処理は、例えば、図４に示す手順に従って
行われる。
【００３４】
　図４において、まず、各オーディオ装置から送信された機器応答情報に含まれる動作状
態に関する情報に基づいて、メディア（音楽、映像など）の再生状態（オン状態で、再生
中）にある機器が選択される（Ｓ６１）。次に、このように選択された各機器のうちから
、機器応答情報に含まれるメディアの種類に関する情報に基づいて、ユーザプロファイル
１２３に設定されたメディアの優先度に従って、より優先度の高いメディアの出力が可能
となる機器が選択される（Ｓ６２）。更に、上記のようにして選択された機器のうちから
、機器応答情報に含まれるメディアの品質に関する情報に基づいて、メディアの再生品質
のより良好な機器が選択される（Ｓ６３）。
【００３５】
　なお、上記のように異なった基準に従って３段階の外部機器選択の処理（Ｓ６１、Ｓ６
２、Ｓ６３）が行われるが、その途中で選択された外部機器が１つとなったときには、そ
の時点でその選択の処理は終了される。また、３段階の外部機器選択の処理が終了した時
点で選択された外部機器が複数ある場合、更に、その中から、任意の１つが選択される。
【００３６】
　上記のような手順に従って単一の外部機器、例えば、ステレオ装置２０１が着信通知を
出力すべき外部機器として選択されると、制御部１２０は、短距離無線制御部１１０及び
発信器１１１を介してその選択されたステレオ装置２０１に対して接続要求を行う（７）
。その接続要求をステレオ装置２０１が受信すると、ステレオ装置２０１はその接続要求
に対する応答を送信する（８）。ステレオ装置２０１からの上記応答を受信器１１２及び
短距離無線制御部１１０を介して制御部１２０が受信すると、携帯電話機１００とステレ
オ装置２０１とは、所定の短距離無線プロトコル（例えば、 Bluetooth）に従ったデータ
通信が可能な状態となる。
【００３７】
　上記のように着信通知を出力すべき外部機器としてステレオ装置２０１を選択した制御
部１２０は、そのステレオ装置２０１からの機器応答情報に含まれる出力可能なメディア
の種類（音声）に関する情報に基づいてその着信通知のための情報の種類を決定する。こ
の場合、その種類として音声が決定される。すると、制御部１２０は、着信信号に含まれ
る発信者番号（電話番号）に対応して着信データ管理部１２１にて管理される各種着信通
知のための情報（着信メロディ、発信者の名前、発信者の写真等）から上記のように決定
された種類（音声）に対応した着信メロディを着信データ蓄積部１２２から読み出す。そ
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して、制御部１２０は、その着信メロディを着信データとして短距離無線制御部１１０及
び発信器１１１を介してステレオ装置２０１に送信する（９）。
【００３８】
　このように携帯電話機１００から送信される着信データをステレオ装置２０１が受信す
ると、ステレオ装置２０１は、現在再生中の音楽に重畳させて着信メロディの再生を行う
。このステレオ装置２０１にて音楽を聞いていたユーザは、その音楽に重畳される着信メ
ロディによって携帯電話機１００に着信があったことを知ることができる。
【００３９】
　なお、上記の例では、発信者の電話番号に対応して管理される着信メロディを着信デー
タとして外部機器に転送するようにしたが、発信者の電話番号にかかわらず常に同じ着信
メロディや着信音信号を着信データとして外部機器に転送するようにしてもよい。
【００４０】
　更に、着信通知の出力機器として図１に示すテレビ装置２０２が選択されると、携帯電
話機１００から、例えば、発信者の電話番号、発信者の名前、発信者の写真が着信データ
としてそのテレビ装置２０２に送信される。この場合、テレビ装置２０２は、その着信デ
ータを受信すると、表示中の映像に重畳させて、発信者の電話番号、発信者の名前、発信
者の写真を表示する（図１参照）。これにより、テレビ装置２０２の映像を観ていたユー
ザは、その表示情報により携帯電話機１００への着信を知ることができる。
【００４１】
　上記のような携帯電話機１００の着信通知方法によれば、携帯電話機１００の周囲に存
在するオーディオ装置（ステレオ装置２０１、テレビ装置２０２）から着信通知を出力す
べきオーディオ装置を決定し、その決定されたオーディオ装置に着信通知に係るデータを
転送することから、そのオーディオ装置にて再生できるメディア（音声、画像、映像、文
字）にて着信を通知することができる。
【００４２】
　このように、携帯電話機１００の周囲に存在する機器を利用して着信通知の出力を行う
ようにしているので、携帯電話機１００の周囲の状況に応じて種々の態様にて着信通知を
行うことができるようになる。
【００４３】
　また、着信通知を出力すべき外部機器を決定するための条件が記述された上記ユーザプ
ロファイル１２３の内容を変更することにより、ユーザの希望に即した機器からの着信通
知を行うことが可能となる。
【００４４】
　更に、メディアの再生中となるオーディオ装置が着信通知を出力すべき機器として選択
されることから（図４のステップＳ６１）、ユーザは、そのオーディオ装置から再生され
るメディア（音声、映像など）を鑑賞している際でも、確実に携帯電話に対する着信を知
ることができる。
【００４５】
　なお、上記のようにメディアの再生中のオーディオ装置が着信通知を出力すべき機器と
して選択されたが、メディアの再生中でないオーディオ装置を着信通知を出力すべき機器
として選択することもできる。
【００４６】
　上記例において、機器発見部１１５の機能に基づいた図３に示す手順（３）、（４）は
、外部機器探索手順に対応し、制御部１２０での手順（６）は、外部機器選択手順に対応
する。また、図３に示す手順（７）～（９）は、着信通知情報送信手順に対応する。
【発明の効果】
【００４７】
　以上、説明したように、 によれば、携帯端末装置の周囲の状況に応じて
選択されるべき外部機器が異なり、その状況に応じて着信通知情報を出力すべき外部機器
として選択される外部機器が異なる。従って、着信通知の態様はその選択された外部機器
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の機能に依存することから、外部機器を利用して種々の態様で着信通知を行うことのでき
るようになる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の実施の一形態に係る着信通知方法が適用されるシステムの一例を示す
図である。
【図２】　図１に示すシステムに用いられる携帯電話機の構成例を示すブロック図である
。
【図３】　携帯電話機に着信がなされた場合の処理手順の一例を示すシーケンス図である
。
【図４】　機器選択に係る処理手順の一例を示すフローチャートである。
【符号の説明】
　１００　携帯電話機（携帯端末装置）
　１０１　表示・再生部
　１０２　入力部
　１０３　公衆無線制御部
　１０４　発信器
　１０５　受信器
　１１０　短距離無線制御部
　１１１　発信器
　１１２　受信器
　１１５　機器発見部
　１２０　制御部
　１２１　着信データ管理部
　１２２　着信データ蓄積部
　１２３　ユーザプロファイル
　２０１　テレビ装置
　２０２　ステレオ装置
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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